
◎ 平成２４年度 項目別実施結果

１ 資料の収集・保存と活用（「未来に伝える博物館」）

内容 評価指標 指標定義・説明 ２４年度目標値 ２４年度実績 備考（２４年度）

1-1 継続的な資料の収集

資料の収集と保存に関する事業方
針に基づき、採集・購入・寄贈等
による継続的な収集を進め、バラ
ンスのとれた特色あるコレクショ
ンづくりを行います。

対前年度増加
点数

(当該年度の登録資料点
数)－(前年度の登録資
料点数)

6,000点／年 6394点

参考値
H22年度 8，972点
H23年度 8，099点

年報Ⅱ3(2)収蔵資料数よ
り

委託製作等によ
る資料取得件数

委託製作や購入等に
よって、当該年度に取
得した資料の件数

実績値を記入 15点
年報Ⅱ3(4)委託(製作・資
料整理)よりカウント

新規寄贈件数
当該年度に寄贈手続き
された資料の件数

実績値を記入 17件2936点
年報Ⅱ3(5)寄贈資料・管
理移管資料よりカウント

新規移管件数
当該年度に移管手続き
された資料の件数

実績値を記入 3件642点
年報Ⅱ3(5)寄贈資料・管
理移管資料よりカウント

収蔵資料のデー
タ登録状況

実績値を記入 6934点

正規登録された標本のみ
の点数
年報Ⅱ3(2)収蔵資料数よ
り

収蔵資料の画像
登録状況

(画像登録点数／収蔵資
料点数)×１００

前年比2%増 759点
H25年4月現在の登録画像
総点数25,648点
ミューズテークより

収蔵資料データ
ベースのバック
アップ状況

当該年度における、収
蔵資料データベースの
バックアップ実施状況
とその将来構想

館外でのバッ
クアップ

DATに保存した
データを館内

で保管

平成24年度より年報に記
載
年報Ⅱ5(1)情報システム
より

新規購入図書冊
数
（学術雑誌含
む）

当該年度における購入
図書数

実績値を記入 527冊
平成23年度より年報記載.
年報Ⅱ3(13)文献資料等の
充実より

交換受入図書数
当該年度における交換
による受入図書数

実績値を記入 538冊

交換館数
国内420機関
海外25機関

年報未記載 図書資料管
理システムより抽出

寄贈受入図書数
当該年度における寄贈
による受入図書数

実績値を記入 2850冊
平成23年度より年報記載.
年報Ⅱ3(13)文献資料等の
充実より

18℃、50% 目標値通り
第一・第三 収蔵庫
年報Ⅱ3(1)資料管理より

18℃、47% 目標値通り
第二収蔵庫
年報Ⅱ3(1)資料管理より

管理簿を用いた
各収蔵庫利用状
況の管理

館職員以外が立ち入る
場合は，記録簿に記入

実績値を記入

各収蔵庫の入
口に設置し，
外部利用者を
チェック

H24年度より設置

収蔵庫燻蒸
（１回／年）

6／18－24に実
施

収蔵庫及び常設展Dコー
ナー：使用薬剤: アルプ
年報Ⅱ3(1)資料管理より

燻蒸庫燻蒸（2
回以上/年）

9／24－26，
2／18－22に
実施

年2回：使用薬剤: エキ
ヒュームS
年報Ⅱ3(1)資料管理より

管理に注意を要
する収蔵資料の
保管

当該年度における、注
意を要する収蔵資料の
保管状況の点検

点検2回／年 点検年2回
平成24年度より実施
点検月 ８月 ２月
年報Ⅱ3(1)資料管理より

基準標本の保管
当該年度における、基
準標本の保管状況

点検１回／年
基準標本41点
（2月末日確
認）

参考として、基準標本の
点数とその保管状況も示
す。
点検月 ２月
平成23年度より年報記載.

天然記念物の保
管

当該年度における、天
然記念物の保管状況

点検１回／年

国・県指定天
然記念物標本
25点（2月末日
確認）

参考として、天然記念物
料の点数とその保管状況
も示す。
平成23年度より年報記載.
年報Ⅱ3(1)資料管理より

展示室における
保管

館職員による点検状況 １回／月 １回／月

点検結果については, 館
内供覧を実施し, 常設展
担当者が取り纏めしてい
る。
平成23年度より年報記載.

活動目標項目

1-5 資料の安全な保管
第１～第３の各収蔵庫や展示室の
点検や資料燻蒸等により、収蔵資
料の安全な保管を図ります。

資料燻蒸の実施
当該年度における、収
蔵庫燻蒸ならびに燻蒸
庫燻蒸の実施状況

収蔵庫の温・湿
度管理の状況

温・湿度それぞれの基
準値とその動向(温度:
全収蔵庫18～20℃; 湿
度：第一・第三収蔵庫
50～55%, 第二収蔵庫
47%)

1-2
寄贈、移管等による
資料の受入の促進

県内の自然科学的特徴の証拠とな
る資料を中心として、それらの貴
重な資料の安全な保管、ならびに
その展示公開と研究促進を図るた
め、寄贈や移管等による資料の受
入を促進します。

1-4 文献資料の充実

二次資料の一部として、博物館業
務に不可欠な文献資料について、
継続的に収集と保存を行い、それ
らを元に一次資料の効果的な活用
を行います。

1-3
収集資料の整理と
データベースへの登
録促進

受け入れた収蔵資料の迅速な整
理・登録を進めるとともに、収蔵
資料データベースの充実化を促進
します。



内容 評価指標 指標定義・説明 ２４年度目標値 ２４年度実績 備考（２４年度）活動目標項目

貴重資料の燻
蒸

（１回／年）

常設展Dコー
ナー類人猿標
本を収蔵庫燻
蒸時燻蒸した

使用薬剤: アルプ
年報Ⅱ3(1)資料管理より

忌避対策
（２回／年）

粘着式トラッ
プ実施（荷解
室・収蔵庫
前・常設展示
室非常口）

平成23年度より年報記載.
年報Ⅱ3(1)資料管理より

温・湿度の管理
展示室内の温・湿度の
管理実施状況

1F展示室、2F
展示室、企画
展示室、ｴﾝﾄﾗﾝ

ｽﾎｰﾙ

年報記載（季
節による2℃
in temp.－3％
RH.の範囲内の
変化あり）

平成23年度より年報記載.
年報Ⅱ3(1)資料管理より

館外保管施設
当該年度における、館
外保管施設の使用状況

当該年度の継
続状況

前年度から継
続して富岡土
木事務所倉庫
２の２階を使
用

年報未記載.

収蔵設備の拡張
館内外を含め、標本収
蔵設備の確保について
の検討状況

本項目と関係
する予算項目

の設置

内部のみで検
討

年報未記載.
ESCO事業による地下機械
室の余剰空間の有効活用
を検討

常設展示室
展示資料更新件
数

当該年度に常設展示の
更新を実施した件数

5件／年
16件（剥製交
換3件を含む）

年報Ⅱ1(1)常設展示より

企画展展示資料
点数

当該年度の企画展に展
示された収蔵資料数

450点／年
728点（深海,ｷ
ﾉｺ,ｻﾊﾞﾝﾅ,ｻﾝ
ｺﾞ）

平成23年度より年報記載.
年報Ⅱ1(2)企画展示より
夏・秋・冬(写真)・春の
展示点数のうち群馬自然
史の収蔵資料点数の合計
※前年度から継続してい
る春展は前年度でカウン

展示のための貸
出件数

当該年度に、展示を目
的として貸し出された
資料の件数

実績値を記入
28件：合計点
数は549件

年報Ⅱ3(7)貸出資料より
展示用を抽出

移動博物館等で
の利用点数

当該年度に移動博物館
や共催事業で使用した
資料の点数
（）内は新規展示点数

250点／年
（新規展示点

数）
232点

年報Ⅱ2(1)教育普及⑩出
張展示ア移動博物館より
実施回数は3-5を参照

研究目的の特別
観覧件数

当該年度に許可した、
研究目的の特別観覧件
数

実績値を記入
9件（うち海外
（CAN）1件）

年報Ⅱ3(9)特別観覧より
抽出

研究目的の特別
観覧に基づく成
果の公表状況

当該年度に公表され
た、特別観覧に基づく
研究成果の件数

実績値を記入 不明
成果の公表については未
確認

その他の特別
観覧件数

当該年度に許可した非
研究目的(マスメディア
等)の特別観覧件数

実績値を記入 特別観覧6件

大学等の博物館実習等に
よる収蔵庫見学数も含
む。
年報Ⅱ3(9)特別観覧より

外部データベー
スへの標本情報
提供数

SNet、GBIF等の外部
データベースに新規公
開した収蔵情報件数

5000件/年
6,582件（合計
57,886件）

年報Ⅱ3(12)科学系博物館
情報ネットワーク…より

1-7

1-9
レファレンスのため
の資料公開の促進

外部研究者やマスメディア等から
の要望に基づいて、特別観覧等に
より収蔵資料の適切な活用を図り
ます。

1-8 展示における公開促進

館内の常設展示や企画展での展
示、ならびに他館展示への貸出な
どに用いることにより、収蔵資料
の活用を図ります。

将来の収蔵資料の増加に備え、収
蔵スペースの確保に向けた方策を
探ります。

収蔵スペースの確保

常設展示室の資料保
存環境の改善

文化財害虫への
対策

常設展示資料への燻蒸
実施状況、貴重資料の
燻蒸ならびに館内にお
ける文化財害虫等の忌
避対策の実施状況

1-6
常設展示室での安全な資料の保存
環境を確保します。



内容 評価指標 指標定義・説明 ２４年度目標値 ２４年度実績 備考（２４年度）

自然史調査研究
の実施状況

定点地域における動植
物、古生物、岩石・鉱
物等の組織的な調査

調査回数：37回

分野別調査研究
の実施状況

職員の担当業務に関す
る調査

13分野18調査

一般県民等との
協働調査の実施
状況

一般県民等との連携件
数

3件／年 4件

図書・雑誌等の
一般著述

本、雑誌、新聞等での
一般向け解説

10本／年 13本

学会等での発表
各種学会、研究会での
口頭、ポスター発表等
の総数

5回／年 11回

学術論文、報告
数

論文、報告の総数 10本／年 19本

展示活動 展示の件数 2件／年 3件

教育普及活動
講演会・講座などの件
数

10件／年 29件

2-3
外部研究機関等との
連携の推進

他の博物館、研究機関、試験研究
機関、大学、研究団体、学会等と
連携した調査研究等を推進しま
す。

連携調査研究数
博物館、研究機関、試
験研究機関等との連携
推進

29研究

（独）日本学術
振興会申請・採
択数

文部科学省・独立行政
法人日本学術振興会の
科学研究費補助金、奨
励研究費

申請3・採択1
件／年

申請2・採択0
（継続2）

その他調査研究
助成金獲得状況

10件

2-4
外部資金の獲得によ
る調査研究事業の推
進

（独）日本学術振興会の補助金、
民間・行政等の研究助成金等の外
部資金を獲得し、調査研究活動を
推進します。

館出版物による研究成果の公表お
よび、学会発表、学術論文等によ
り調査研究成果を公表するととも
に、展示や教育普及活動を通して
成果の活用を図ります。

調査研究成果の公表2-2

2 調査研究 （「魅力を引き出す博物館」）

活動目標項目

調査研究活動の推進2-1

自然史調査研究および分野別調査
研究等を積極的に行い、群馬県に
おける自然史調査研究、博物館学
の専門機関として中核を担う活動
を推進します。



内容 評価指標 指標定義・説明 ２４年度目標値 ２４年度実績 備考（２４年度）

観覧者数 年間の観覧者数 17万人 182,038人

リピーター率
アンケート回答者に占
めるリピーターの割合

60% 67%

来館者の満足度
アンケート回答者によ
る満足度の評価

90% 90%

追加・更新資料
数

常設展における資料の
追加・更新資料数

10点 5点

迅速な障害対応 211回

解説員・案内員による
展示室内のチェック

随時 随時

展示担当者による展示
室内のチェック

各担当ごとに
1回／週

各担当ごとに
1回／週

展示資料周辺の
清掃

定期的な清掃
各担当ごとに

1回／月
１回/月実施

企画展観覧者数
過去の企画展での一日
平均観覧者数との比較

100% 102%

企画展満足度
企画展アンケート回答
者による満足度の評価

80% 81%

企画展等実施回
数

企画展示室での企画
展・特別展等の実施回
数

4回／年 4回

3-4 多様な展示の開催促進
常設展・企画展以外にも，適宜魅
力ある情報の提供を心がけます

展示開催回数 7回／年 7回

実施回数
移動博物館など，館外
での展示回数

7回／年 9回

観覧者の満足度
アンケート回答者によ
る満足度の評価

80% 87%

定時解説の実施状況 2,500人／年 2,818人

随時解説の実施状況 40,000人／年 36,432人

スポット解説の実施状
況

200回／年 231回/年

観覧者満足度
アンケートにおける解
説業務の満足度

80% 100%

解説・接遇研修
の実施

研修の実施回数 15回 27回

解説業務自己研修 随時 随時

職員によるクオリティ
チェック

随時 随時

3-7
常設展のリニューアル
に向けての取り組みの
推進

開館20周年を目標として，常設展
示のリニューアルを行うため，リ
ニューアルに向けた計画・検討作
業を促進します

リニューアルに
向けた他館調査

WG設置
基本計画骨子

視察1館

3 展示 （「知を広め、高める博物館」）

活動目標項目

3-1 常設展の改善・充実

新規資料の追加・更新，研究成果
の反映，展示方法の改善などによ
り，来館者の満足度の向上を図り
ます．

展示室内の点検

3-3
魅力ある企画展・特別
展の開催

来館者のニーズに応え，最新の研
究成果を反映し，また，多様な
テーマでの魅力ある企画展・特別
展を実施します．

展示解説の実施
状況

3-6 解説業務の充実
解説業務の充実を図り，観覧者の
満足度の向上を図ります

3-2
常設展の保守・点検の
充実

常に理想的な状態で来館者の方に
展示を見ていただけるように心が
けます

3-5 館外での展示の充実
館内にとどまらず，館外での展示
の促進・充実を図ります．

解説業務の質的
向上



内容 評価指標 指標定義・説明 ２４年度目標値 ２４年度実績 備考（２４年度）

サイエンスサタデー以外
の普及事業件数

30件/年 99件

ファミリー自然観察会、天
体観望会、講演会、自然教
室、ナイトツアー、バック
ヤードツアー、チャレンジ
講座＊

サイエンスサタデー件数 45件/年 48件

ビデオ上映会件数 175件/年 194件

サイエンスサタデー以外
の普及事業参加者数

1400名/年 1234名 ＊と同じ

サイエンスサタデー参加
者数

1600名/年 1812名

ビデオ上映会参加者数 4500名/年 5017名

事後アンケート（抽出）
による満足回答者の割合

80% 98%

事後アンケート（抽出）
による県民のニーズの把
握

アンケートで把
握・年報掲載

新規・見直し事
業件数

20件/年 21件

学校・教科主任会など
への講師派遣・館内で
の講師対応件数

40件/年 75件
「6－2 他機関が主催する
講演会・研修会等への講師
派遣」を除く

館内授業件数 70件/年 81件

ビデオ上映件数 40件/年 35件

資料貸出件数 55件/年 90件

職場体験学校件数 10件/年 14件

教員・生徒の満
足度

館内授業、資料貸出実施
後のアンケートによる満
足度

80% 100%

活性化に向けた
打合せや活動件
数

全体会、運営委員会、広
報活動等の回数

3回/年 2回

ボランティア研
修回数

5回/年 7回

ボランティア登
録者数

ボランティアの総数 120名/年 88名

館内におけるボランティ
ア活動人数（延べ）

600名/年 586名

館外におけるボランティ
ア活動人数（延べ）

20名/年 4名

友の会会員数 友の会の会員総数 250名/年 341名

会員の継続率
当該年度会員に占める前
年度会員の割合

60% 57%

常設展・企画展
観覧者率

観覧者として入館した会
員の割合

50% 72%

友の会行事への
講師支援

2回

＊の各事業のアンケート結
果より（抽出）
＊年報参照

4 教育普及 （「知を広め、知を高める博物館」）

活動目標項目

普及事業参加者
数

普及事業実施件
数

県民のニーズを把握するととも
に、多様な普及事業を企画し、
多様な学習の機会を提供しま
す。

学びの魅力を感じら
れる事業の推進

4-1

参加者の満足度

ボランティア活
動人数（延べ）

友の会の指導・育成に努め、自
主的な活動を支援し、友の会の
活動の充実、活性化を図りま
す。

ボランティアの指導・育成に努
め、自主的な活動を促し、県民
のボランティア活動の充実、活
性化を図ります。

4-2 学校教育支援の推進

学校・教科主任会などへの講師
派遣・館内での講師対応、資料
貸出、館内授業や教職員研修、
遠足、職場体験等を受け入れ、
幼小中高の学校教育を支援しま
す。

4-4
友の会活動の充実と
活性化

ボランティア活動の
充実と活性化

4-3

学校教育支援事
業件数



内容 評価指標 指標定義・説明 ２４年度目標値 ２４年度実績 備考（２４年度）

調査研究にかか
わる館の刊行物
の発行件数

研究報告・調査報告な
どの発行件数

1件/年 1件

普及にかかわる
館の刊行物の発
行件数

図録やポスター、リー
フレットなどの発行件
数

15件/年 18件

5-2 広報活動の充実

館刊行物の配布ルートの新規開拓
や、新規来館団体増加のために、
教育委員会や旅行会社等に出向き
PR活動を行います。

教育委員会や旅
行会社等への訪
問件数

教育委員会や旅行会社
等へ訪問した件数

30件/年 73件

HPアクセス数
当該年度のアクセス
（Total Visits ）件数

300,000件/年 302,213

HPへの情報掲載
件数

当該年度の新規作成や
更新した件数

60件/年 77件

メールマガジン
の配信件数

当該年度末時点のメー
ルマガジン配信回数

12回/年 13回

県広報等から発信した
情報資料の掲載件数

100件/年 102件

上記以外から発信した
情報資料の掲載件数

50件/年 44件

メディアの取材
対応件数

メディアの取材対応件
数

20件/年 23件

企画展や普及行事の案内だけでな
く、博物館に関する情報をメディ
アに積極的に資料提供するように
努めます。

メディアへの情
報資料掲載件数

5 情報の発信と公開 （「知を広め、高める博物館」）

活動目標項目

5-3
インターネットによ
る情報発信の推進

ホームページやメールマガジンの
配信によって、最新のイベント情
報提供等の充実を図ります。

5-1 各種刊行物の充実
研究報告や博物館だよりなどを用
いて、積極的に情報発信を行いま
す。

5-4
メディアへの情報資
料提供等の推進



内容 評価指標 指標定義・説明 ２４年度目標値 ２４年度実績 備考（２４年度）

6-1
レファレンス利用者
の拡大

マスコミを含む来館や電話や
メール等での質問にも適切に対
応し、「自然史に関わることな
ら、親切に相談にのってもらえ
る博物館」との評価の定着を図
ります。

レファレンス件
数

レファレンス記録DBに
おける記録件数

200件/年 246件

委員等受諾件数
学会・博物館関連団体
の委員等を除く

10件/年 16件 県，市町村等の委員

機関・団体等へ
の情報提供数

自治体やその他の機関･
団体からの問い合わせ
による回答数

－ 83件
民間機関,公共団
体，博物館施設

6-3 講師派遣等の推進
他機関が主催する講演会、研修
会等に博物館職員を講師として
派遣します。

講師派遣等件数
幼小中高への出前授業
を除いた講師派遣等の
件数

20件/年 34件

博物館実習等の
受入人数

10人/年 11人

学生・院生指導
件数

対面による指導件数 － 3人 麻布大学

大学生への講
義・実習回数

博物館または大学等で
の実施回数

10回/年 2回 年報：教育支援

学会等の開催数
学会・研究会の大会・
例会・シンポジウム
等の開催数

1件/年 2件

学会等の役員等
の受諾数

学会・研究会における
役員・委員等の受諾数

5件/年 8件
古生物学会，哺乳類
学会他 事務局1

学会等加入数
当館が加入している学
会・研究会・協議会等
の件数

3件/年 10件

博物館施設等へ
の資料の貸出件
数

15件/年 25件

博物館施設等へ
の助言件数

企画展示調査対応、調
査研究対応、各種問い
合せ対応の総件数

10件/年 13件
国立科学博物館,茨
城県自然博物館他

連携事業等の実
施数

共催、後援、協力を
行った事業総件数

1件/年 1件 日本絹の里

博物館施設等の
委員等の受諾件
数

5件 埼玉，茨城他

6 シンクタンクとしての社会貢献 （「知を広め、高める博物館」）

活動目標項目

博物館施設等との連
携強化

国内でも有数な自然系博物館と
して、県内外の博物館施設等へ
の資料の貸出や助言等を行うと
ともに、他館と連携した企画や
事業を実施します。

6-4

6-5

6-2
自治体および各種機
関･団体への専門知識
の提供

6-6

自治体やその他の機関･団体の委
員会委員やアドバイザーとし
て、 専門知識の提供を行いま
す。

大学教育への寄与

学会・研究会への寄
与

大学生・院生の研究指導、博物
館実習生等の受け入れ等によ
り、大学教育に寄与します。

学会・研究会・報告会等を博物
館で開催するほか、役員や各種
委員等を引き受けるなど、学会
等の活動に貢献します。



内容 評価指標 指標定義・説明 ２４年度目標値 ２４年度実績 備考（２４年度）

施設のユニバーサル
デザイン化

衝突防止用曇
ガラス設置

案内表示等のユニ
バーサルデザイン化

現状把握

解説員、案内員の来
館者対応の点検

職員による点検 随時 随時

接遇研修の実施 1回/年 1回/年

認知度向上のための
企画立案

随時 随時
ＨＰオープニング画面、コ
ンビニとの提携

利用者層拡大のため
の企画立案

随時 随時 周辺施設との連携事業

研修会・学会等への
参加

延30件 延9件

他館視察等の実施 3件6名

7-5
博物館支援組織のあ
り方の検討

「友の会」会員やボランティア
等による様々な博物館活動への
県民参画の仕組みづくりの検討
を行う。

県民参画の仕組みづ
くりについて検討

随時 普及会議で実施

博物館予算の確保 博物館予算前年比率 100% 95.1%

企業等からの協力・
支援

企業等からの協力件数 2件/年 7件 企画展の後援は除外。

防災訓練の実施 防災訓練実施回数 2回/年 2回/年

危機管理対策
各種マニュアルの改善
と各職員への浸透

危機管理ﾏﾆｭｱﾙ
(含地震)策定

伝達

活動目標の設定 活動目標の設定
活動目標の評
価指標表作成

自己点検評価 自己点検評価の実施 1回/年 1回/年

委員会等による外部
評価

外部評価の実施 1回/年 保留

博物館の業務改善
業務改善運動

の実施
業務改善運動

の実施

博物館評価の公開 HPでの公開 HPでの公開

7-4
職員の意識改革と資
質の向上

職員が博物館の使命、役割を認
識し、博物館活動の活性化と健
全な経営に主体的に取り組める
よう、意識改革と資質の向上を
図る。

7 マネージメント（経営）

活動目標項目

7-1
安全で利用しやすい
博物館施設への改善

わかりやすい案内表示とユニ
バーサルデザインに配慮した、
誰もが快適で安全な利用しやす
い施設となるよう、日常的な点
検・改善を行う。

7-2
観覧者サービスの点
検と質的向上

案内業務に係るスタッフの対応
状況を点検し、改善を図りなが
ら、観覧者サービスの質的向上
に努める。

7-3
博物館認知度の向上
と利用者層の拡大

広報活動の強化により、博物館
の認知度を高め、博物館来館者
のエリアの拡大を図る。

7-8
博物館評価システム
の構築

博物館活動の活動目標に基づ
く、自己点検評価、結果の公開
という適切な博物館評価システ
ムを確立し、博物館の業務改善
に役立てる。

7-6
博物館活動への理解
及び外部協力の獲得

当館が果たしている幅広い役割
と活動状況について、広く理解
を得る。

7-7
防災意識の向上と危
機管理体制の強化

地震や火災などの発生に備え、
文化ホールと連携して防災訓練
を実施するとともに、その他
様々なシーンの危機管理につい
て万全に備える。


